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条件設定に便利な2つのソフトウェア

分析条件の変更 分離シミュレーション

Pro EZGC®

Chromatogram Modeler
EZGC®

Method Translator    

※ これらのソフトは無料です。Restek社ホームページで動作します
※ EZGC Method Translatorは、ダウンロード版がございます
※ Pro EZGC Chromatogram Modelerは無料ですがユーザー登録が必要です



HETP（理論段相当高さ）が最も小さくなる線速度が最も分離が良い。
水素、ヘリウム、窒素で最適線速度は異なる
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カラム内径が変わることでも最適線速度は異なる

キャリヤーガスの種類と最適線速度



13 min
Oven rate: 13.5℃/min

Oven rate: 9℃/min
19 min

Oven rate: 3.5℃/min
48.5 min

水素, 45cm/sec, 80℃, 0.9mL/min constant

ヘリウム, 30cm/sec, 80℃, 0.7mL/min constant

窒素, 12cm/sec, 80℃, 0.2mL/min constant カラム：Rtx-CLPesticides
20m x 0.18mm, 0.18um

流量：各ガスの最適線速度で設定
定流量モード

検出器：ECD

キャリヤーガスの種類による保持時間の違い



• 最適線速度が変わるため、流速を変更する必要がある
• 流速が変わるとそれに応じて昇温プログラムを変更する必要がある
• キャリヤーガスの粘性が変わるため圧力が変わる

EZGC®

Method Translator    

キャリヤーガスを変更すると

https://www.restek.jp/ezgc-mtfc



https://www.restek.jp/ezgc-mtfc

EZGC Flow Calculatorは、
キャリアーガス、カラムサ
イズを入力すると最適流量
を算出

画面はダウンロード版

Control Methodは３つから選択可能
・定流量
・定線速度
・定圧
Resultsは何を重視して変換するか
・Efficiency（分離効率を優先）
・Speed（時間短縮を優先）
・Translate（オリジナルから単に変換）
・Custom（変換後の値を手動で設定）

圧力単位の変更

検出器系の選択
・Atom（FIDなど大気圧系）
・Vacuum（MSなど真空系）

温度とライナー容量を入力
するとスプリットレス注入
時間の目安を表示

オリジナル（Original）
に現在の条件を入力

青いセルに変換した流量
値やオーブンプログラム
が表示されます

変換後（Translation）に
キャリアガス、カラムサ
イズ、出口圧力を入力

EZGC Method Translator の使い方



20m x 0.15mm x 0.15µm Stabilwax
50cm/sec

4.22 min

6.74 min

20m x 0.15mm x 0.15µm Stabilwax
30cm/sec

6.68 min

10.67 min

134.1°C

133.6°C

Helium

5°C/min

Hydrogen

8.5°C/min

EZGC Method Translator 実例 ①

同等の分離
で条件移行
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EZGC Method Translator 実例 ②

同等の分離
で条件移行

30m x 0.25mm x 0.25µm Rtx-CLPesticides



従来のアプリから得られる情報

• 固定のGCカラムの種類とサイズ

• 固定のGC条件

• 固定のピーク情報（保持時間）

条件を１から作りたい、成分を追加したらどこに出るの？
今の条件が最適か確認したい・・

クロマトグラムを見ながら条件設定したい！

Pro EZGC®

Chromatogram Modeler

Pro EZGC クロマトグラムモデラーができること

https://www.restek.com/proezgc



https://www.restek.com/proezgc

Pro EZGC Chromatogram Modeler

初めて使用する場合は、
ユーザー登録が必要です。

登録

ログイン



最適な分析条件を提案

予想クロマトグラム

予想保持時間、分離度
ピーク幅 溶出温度

複数のカラムを
Pro EZGC が提案

液相の種類を選択

化合物 タブの「化合物で検
索」から検索開始 ・化合物名

・CAS.No
化合物名 や CAS.No を入力

Pro EZGC クロマトグラムモデラー ２つの検索方法 ①



最適な分析条件を提案

予想クロマトグラム

予想保持時間、分離度
ピーク幅 溶出温度

化合物 タブの「液相で検
索」から検索開始

液相 と ライブラリ から
化合物を選択

Pro EZGC クロマトグラムモデラー ２つの検索方法 ②



30 x 0.25 mm, 1.4μm
2.9 min

分析条件 タブから
条件の変更が可能

5.6 min

60 x 0.53 mm, 3.0μm

パラメータは他の条件を変更
すると自動で反映

（結果のカスタムを選択すれば入力可）

ヘリウム
2.9 min

窒素
4.8 min

Pro EZGC クロマトグラムモデラー分析条件の変更 ①



3.7 min

3.1 min.

Pro EZGC クロマトグラムモデラー分析条件の変更 ②



ピーク15

虫眼鏡をクリックするとマススペクトルを表示

クロマトグラム

分離が悪いピークは
色付きで表示
Rs:   0～1
Rs: 1～1.4 

クロマトグラムで重なったピークを
マススペクトルに重ね描き

ピーク15
ピーク16

マスクロマトグラムに重ね描きした結果。
質量分析計による分離判断の材料になる。

1615Rs = 1.2 

ピークリスト

Pro EZGC クロマトグラムモデラー
MSライブラリーの確認



タイトルを入力

保存

呼び出し

保存した
データ一覧

My EZGC タブから
保存した条件を呼び出し

シミュレーション結果の保存/呼び出し



シミュレーションと実際のクロマトグラム比較

モデルクロマトグラム

実際に取得したクロマトグラム



• データベースに登録されている化合物のみシミュレーション可能

• 注入方法・注入溶媒は考慮されていません

• オーブンプログラムのスタート温度とホールド時間は溶媒の沸点や注入
方法に応じて入力し直します

• 出口圧の選択（大気圧、真空）は可能ですが、検出器の種類や感度は考
慮されていません

• Plotカラムやパックドカラムに対応していません

• ピーク形状は100%ガウス分布であり、過負荷やテーリングなど考慮さ
れません

シミュレーションで対応していない事項



https://www.restek.jp/ezgc-mtfchttps://www.restek.com/proezgc
タブレットのOSにも対応

ご清聴ありがとうございました
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